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現代社会における青少年について






して,共 通の目標 は休みを楽 しもうということ
にあるらしい。街頭で十代 の 少年を観察する
と,学 校の制服 を着ている姿はみられず,彼 ら











十数年 も前か ら彼らを巡 る問題が多 くなり,喫
























化 との接触は視覚を通 して,受 け身的であ り,
放送 される内容は性や暴力を強調するプログラ
ムが少な くないので,情 に訴えることが多い。
このような 傾向は直接に 非行 と結び付かない








意識 とは世論調査 などで取 りあつかわれる個
人の個別的意識ではな く,主 として若い世代の


















的現実 と,人 が抱 く意識の間に通路が存在す る
という点である。意識が行動の方向づけとして
作用するという一方的な 関係に しか 触れ られ
ず,意 識がどのように発生 し成立す るかはわか
らない。意識の成立は生理的かつ心理的な,複





て 「どのように」意識するかは,個 人の行為 と
その経験を通じて形成 される4)。 ここではそれ






















る。知能 と意識は他者との相互作用 を通 じて,












または自分による行為一 は,逸 脱行為 とはい
えないにして も,正 常性 を欠 く行為 といえるで
あろう。たとえば,家 庭あるいは学校で,重 大




の瞬間に 厂悪かった」 と反省すれば,正 常な発
展は継続する。 もし反対に,十 分に反省できな
い場合,二 の舞を演 じて乏人を困まらせるよう
な行為を繰 り返し,規 則を無視する行動 を取
りa、さらに他者に非難 され ると同時 に他者に討
する不信感を抱 くようにな り,そ の傾向は益 々
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下に命じて 二人の 幼児を小屋に孤立 させ,直
接に接触せず,∵絶対にことばをかけず に世話を
サるまうに命じた。二年後,小 屋のなかぺ入 る
と,幼 児は両手を出して 「べ謡コス」と言 った








すべ きであろう。 「二年 ・三年後,小 屋のなか
へ入ると,幼 児は一言 も喋らなかった」 と。子
供は他者 との接触を通して言語,話 法などを習
うと同時に,あ いさつの仕方,礼 儀作法,あ ら
ゆる社会関係や文化を少しずつ覚えていく。












とき,赤 ちゃんが不安 も怒 りもなく,落 ち着い
















ではなく,特 にそうい う不満が連続 して生じる
ならば,相 手への信頼が生まれてこな くなるの
である。




の足で立つこと,少 しずつ 足を出して 歩 くこ
と,こ とばを言 ってみること,テ 冖ブルで一人
で 食べることなど,さ まざまな ことを勧 めら
れ教えられ る。 こういった行為は何千回,何 万




を信じて,自 分 に対する自信 と自尊心を持つよ













か:と思 う0・心 と心との コミュとケ輙ション と






































のではないか と思 う。1このことは自立 に向って





























































あり文化である。例えば,日 本で も欧米で も,
家庭内の青少年たちの部屋 をみると,壁 は雑誌
などから切 り取った若い歌手の写真,オ ー トバ
イ,車 のポスターなどでいっぱい飾 られ ってい











めて増大し,テ レビの媒介による数は夥 しい も
のになる。
次に最 も大 きい相違点は第二次的社会化 と関
連する。バーガーの定義によると,「第二次的社













それに就 くのである。 そこで 内面化 されるも
の,た とえば,幼 いころか ら覚えた ものの見方
や,礼 儀作洗,親 孝行などは,文 字 どうり身に
ついてお り,完 全にと言っていいほど内面化 さ
れるものである。大人になって も,こ のような
事柄に対 しては疑問が起ζらず,そ の結果 とし
て成立したアイデンティティにも危機は起 こら
ない。毎日の生活が苦労として,あ るいは苦 し
























社会が曲が り角にあると意識 し,将 来の夢 を胸
に抱 く青年たちは,毎 日頑張れるようにその夢
から強力な動機を得ることができる。また極端
なことを言 うと,夢 や目的意識を全 く持たない
青年にとっては現在の勉強生清が面白いはずは















ずである。努力 さえすれば,だ れで もそういっ
た地位の志願者にな りうる。しかし他方では,
その志願者が多すぎて,非 常な努力をしない限







狭 く,確 かに夢 を持ちにくくなったといえる。










係 もあり,ま た薄 くなったとはいえ,地 域社会
での近隣関係 も存在している。仕事による給料









は,生 活の楽しみだとは言い難いが,そ れ もす





人公であって,大 きな問題が起 らない限 り人並







いとしても,自 我 を支える力がそれほど強 くな




れ るとは想像 しにくい。 もちろん学校は友達 を
見つける機会を与えてくれるし,ス ポーツやサ
ークル活動の場を提供してくれるので,そ うい
う施設 としては自我 を支 えて大切な役割 を果た
している。特に学習か ら十分な生 きがいを得な












心に文通する。全 く見知 らない人 と手紙を交わ
すのは,年 賀状をゆっくり書 く時間さえ見つけ
るのに苦労する社会人にはかなりつ らいはずで
ある。大学生 も新 しい友達を求めた り,そ れを
一56一

















文化,鑑 賞 される音楽,漫 画などを挙げること
がで きる。若い世代が現在特権的に享受できる
このような文化 はぼう大な ものになっている。
人間関係についていえば,青 少年 と大人 との
距離は民主化や核家族化の結果,心 理的に縮少
したのに対 して,社 会的に遠 くなったと思われ
る。社会的な距離が遠 くなったのは,再 三述べ
たように,大 人の世界での役割の取得が延期 さ















































的に多い同世代 との接触 も関係するか も知れな
い。間接的ではあるが,頻 繁に触れ合 うのはテ
レビの若物たちである。青少年は,仮 に若い歌
手や スターのファン に なっても,そ こか ら現
在の学習行為への 動機 づけのような 積極的 な
影響を受けない。また,フ ァンであって も,自
分が芸能界に入 り韋いとい う僅 〉々の人以外は,





な く,む しろ 「若い世代」あるいはそのイメー
ジとの同一化ではないかと思 う。同世代のタレ
ン トや歌手は若 さを売 りものにし,非 常に元気
がよく,十 代ないし二十代 の 若者 にしかでき
ない,若 さにあふれる芸能活動を提供 してくれ
る。そして,そ れが 青少年の 関心の 対象 にな
る。歌は単なる歌ではない。ヤングの歌手たち
はきばつな衣裳 を着て,フ リー ・ダンスのよう
な身振 り手振 りで非常にダイナ ミックな表現力
をもって歌い,一 口にいうと,若 さその ものを
演じている。歌手 自身ではなく,彼 らの格好の
良い仕 ぐさやスタイルが憧れの的になる。真似
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